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＜連絡事項＞
・気温上昇しています。適宜、水分補給を行って脱水に注意して下さい。

・入院予定患者様

　　　成田賀枝様（74）人格障害　：東Dユニット調整次第の入院予定

＜患者様連絡事項＞

・梅内　福志様～腹部膨満著明。当直医診察、主治医へ情報提供。精密検査目的にて市民病院に転院しています。

・水梨　考純様～シンラック液処方。

＜措置入院患者様ケース検討＞

・藤井　崇史様～表情の冴えなさ続いています。夜間の睡眠は安定し、薬を隠す様な行動も見られていません。所在確認を行い、プログラム誘導の際はできるだけマンツーマンで行って下さい。

・平野　稔様　～ホールにてテレビを観て過ごす事多く、声高さ、気分高揚続いています。引き続き、多者とのトラブルに注意して、病状の見極め・変化を確認して行きましょう。
＜看護研究における、題名発表と進捗状況の確認＞

○ねこ気功によるリラックス効果の検証（前田・西山・三浦・鈴木・小笠原）

（目的）精神疾患をもつ患者様へのリラックス効果、精神症状の安定、睡眠状況の改善を目的として行う。

（対象）東病棟BDユニットの患者様。　特に睡眠状態が不安定な方、気分変動が激しくイライラ感から興奮がある患者様を対象として実施。

（方法）7：00、19：00の2回　1回5分間の実施から始めその後10分間ねこ気功のCDを使用し、睡眠状況等の評価。
（期間）6月･･･研究の準備期間

　　　　　　 7月～8月…研究期間

　　　　　　 9月･･･研究実施まとめ

○学生指導（患者様に最良のケアを考える）（天間・鳥谷部・加藤・松橋）

　　（目的）当院では昨年度から実習生の受け入れ、一年が経過。毎日のケアやカンファレンスを行った中で患者様にとって最良のケアとは何か考える機会が多く、研究する。

　　（期間）6月～9月

　　（対象）実習生とその受け持ち患者様

　　（方法）対象となる各病棟（東・西・北）患者様の状態変化の観察。

実習生へのアンケート調査と日々のカンファレンスでの患者様との関わりから得た事について考察を深め、今後のケア展開につなげる。

○不穏患者様に対する沈静化への援助　　　（谷川・金井・長谷部・田端・佐々木）
～ブル－ライトを使用しての効果～
（目的）ブルーライトを使用した不穏傾向にある患者の事例を検討する。 
（対象）Ｈ・Ｎ様（53）；統合失調症

（期間）8/1～31

○禁煙を目標にした電子タバコ導入　　（伊藤・宮澤・附田）
　　（対象）Ｏ・Ｈ様

　　（期間）2ヶ月間

　　（方法）病棟で対応されている喫煙時間で行います。喫煙時間は約5分程度。付添い対応とし、導入してからの本人の反応や精神症状の動きに目をむけ評価してきます。

○精神科病棟に入院中の患者様が粗暴行為や暴力行為に至った要因について

（小泉・福田・高橋・鳥谷部）

　　（対象）当院東病棟に入院中の統合失調症患者・躁鬱病患者が粗暴・暴力行為を起こしたケース

　　（期間）6月～8月までの期間。

　　（方法）研究者により暴力―認知行動過程シートを作成し、病棟看護師の観察によって記入し、カテゴリー化する。面接は時間を空けず、面接可能な限り暴力行為に至った経緯について早期に観察する。

　　（分析）質的帰納分析

